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９
月
２０
日

（土
）
、
旭
原
の
砂
防

堰
堤
広
場
で

「大
源
太
川
第
―
子

砂
防
堰
堤
登
録
有
形
文
化
財
登
録

記
念
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
除
幕
式
女
写

真

土
）
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
記
念
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
は
、

中
大
源
太
川
第
―
子
砂
防
堰
堤

（写

真

下
）
が
、
国
上
の
歴
史
的
景
観

に
寄
与
し
て
い
る
と
誕
め
ら
れ
、

登
録
有
形
文
化
財
と
し
て
登
録
さ

れ
た
こ
と
を
記
念
し
て
建
て
ら
れ

た
も
の
で
す
。
　
　
　
　
　
　
．

昭
和
‐４
年
に
完
成
し
た
こ
の
砂

防
堰
堤
は
、
ア
ー
チ
式
砂
防
堰
堤

で
全
国
的
に
多
く
な
く
、
全
国
で

１
０
０
基
に
満
た
な
い
数
で
す
。

こ
れ
は
、
ア
ー
チ
式
砂
防
堰
堤
の

場
合
に
は
堰
堤
サ
イ
ト
両
岸
の
岩

盤
が
棄
好
で
あ
る
姓
要
が
あ
り
、

機
能
面
と
合
わ
せ
て
考
慮
し
た
場

合
に
、
ア
ー
チ
堰
堤
を
建
設
す
る

通
地
が
多
く
な
い
た
め
で
す
。

一
般
的
に
ア
ー
チ
式
砂
防
堰
堤

は
童
力
式
堰
堤
に
比
べ
て
堤
体
積

を
３
分
の
「
程
度
に
軽
減
す
る
こ

と
が
可
能
で
あ
り
、
経
済
的
な
構

造
形
式
で
、
大
源
太
川
第
―
号
砂

防
堰
堤
に
関
し
て
は
、
堰
堤
サ
イ

ト
の
岩
盤
が
皮
好
で
あ

っ
た
こ
と

か
ら
経
済
的
に
有
利
な
ア
ー
チ
式

を
採
用
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
ま

す
。 10月 は土地月間です 。・ 'つ ・ 4,t4

暮らしの行政困りごと相談 喩矛◆む傘与

児童手当及び児童扶養手当について ,◆

森遊び講座 いい。お→゛●
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◆
土
地
取
引
の
届
出

一
定
面
積
以
上
の
土
地
取
引
に

は
届
出
が
蜂
要
で
す
。

国
土
利
用
計
画
法
で
は
、
国
土

の
適
工
か
つ
合
理
的
な
土
地
利
用

の
確
保
を
図
る
た
め
、
法
定
面
積

以
上
の
土
地
取
引
を
行

っ
た
場
合
、

契
約
締
結
日
（予
約
を
含
む
）
か
ら

ト

２
週
間
以
内
に
、
土
地
の
所
在
す

る
市
町
村
を
経
由
し
て
都
道
府
県

知
事
に
届
出
を
す
る
こ
と
を
義
務

付
け
て
い
ま
す
。

◇
届
出
義
務
者
　
　
　
　
　
″

権
利
取
得
者
　
　
　
　
　
　
．

（売
買
で
あ
れ
ば
買
主
）

◇
届
出
時
期

契
約
締
結
窮
か
ら
２
週
間
以
内

◇
届
出
場
所

湯
沢
町
に
土
地
が
所
在
す
る
場

合
は
、
総
務
課
企
画
振
興
係

（砒
７

８
４

●
ｇ
４
５
１
）
ま
で

　
　
′

※
届
出
用
紙
は
総
務
課
企
画
振
興

係
に
あ
り
ま
す
。

◇
届
出
事
項

①
土
地
売
買
等
の
当
事
者

②
土
地
の
所
在

③
土
地
の
利
用
目
的

④
土
地
の
対
価
　
な
ど

◇
法
定
面
積

①
市
街
化
区
域

（湯
沢
町
は
該
当

な
し
）

↓
２
，
０
０
０
活

以
上

②
市
街
化
区
成
を
除
く
都
市
計
画

医
域
↓
５
，
０
０
０
請

以
上

③
都
市
計
画
医
域
以
外
の
区
以

↓
１
０
，
０
０
０
２ｍ
以
上

※
個
々
の
取
引
面
積
は
小
さ
く
て
・

も
、
土
地
の
総
面
積
が
上
記
の

面
積
以
上
に
な
る
場
合
に
は
、

届
出
が
蜂
要
に
な
り
ま
す
。

ヽ
サ
ィ

※
土
地
に
か
か
る
契
約

（予
約
）
を

し
た
日
か
ら
２
週
間
以
内

に
届

出
を
し
な
力】
っ
た
り
、
偽
り

の

届
出
を
す
る
と
、
法
律
に
■
り

罰

せ
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

◆
新
渇
県
地
価
調
査
結
果

平
成
１５
年
度
の
地
価
調
査
結
果

を
９
月
１９
日
に
公
表
し
ま
し
た
。

地
価
調
査
で
は
、
県
内
６
Ｗ
７
地

点
の
基
準
地
の
標
準
価
格
を
公
表

げ
て
い
ま
す
が
、
一
ヽ
の
価
格
は
、
土

ケ
地
取
引
の
目
安
と
さ
れ
た
り
、
公
・

芸
事
業
に
お
け
る
土
地
の
取
得
価

´
格
決
丈
の
よ
り
ど
こ
ろ
と
な
る
も

の
で
す
。ｒ
“

◇
公
表
結
果

県
庁
、
市
町
村
の
窓

口
の
ほ
か
、

新
潟
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
今
麻
０
ミ
＼

〓
〓
〓
・
０
「
０
一
・
コ
一
一∝
ω
計
ω
。
」
０
＼
）
イｔ
一
ヽ

ら
ん
い
た
だ
け
ま
す
。
ま
た
、
国
土

交
通
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
今
麻
ｏ
く
＼

ざ
争
Ｆ
≧

訂
∴
Ｐ
を
も
で
は
、
金

国
の
地
価
調
査
結
果
を
ご
ら
ん
い

た
だ
＜
こ
と
が
可
能
で
す
。

●
聞
い
合
わ
せ

新
潟
県
庁
土
木
部
用
地
土
地
刹

用
課
土
地
利
用
対
策
係

ＴＥＬ

０

２

５

●
２

８

０

ｏ
５

３

９

６

水
道
メ
ー
タ
ー
は
８
年
で
交
換
で
す
。

水
道
メ
ー
タ
ー
の
検
査
満
了
期
間
は
、
計
量
法
で
８
年
と
定

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
本
年
度
検
査
満
了
を
迎
え
る
水
道
メ
ー

タ
ー

（約
８
５
０
個
）
に
つ
い
て
は
、
Ю
月
下
旬
か
ら
指
定
業
者

（湯
沢
町
指
定
給
水
装
置
工
事
事
業
者
）
が
伺
い
、
順
次
交
換
い
た

し
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

【問
い
合
わ
せ
】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

水
道
課
管
理
係

砒
７
８
４

●
４
８
５
３

こうすると水もれしているか、 vヽ ないかすぐ分かります。

最初に家の外と内のジャグチを全部しめます。

次にメーターボックスを開いてメーターの文字盤を見てくださぃ。

もし、下図のパイロットが少しでも回転していれば、メィターとジ

ヤグチの間のどこかに ｀水もれイがあるはずです。

日寺々メーターをしらべてみてくださぃ

―

中

パイロント

“年に一度は

水道の健康診断を"

広報ゆざわ 川 5。 10.12  (2)



暮
ら
し
の
行
政
困
り
ご
と
相
談

～
苦
情
や
要
望
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
～

吉賀

迅 閣

行
政
相
談
委
員
は
、
国
の
行
政

機
関
等
の
業
務
に
関
す
る
苦
情
や

要
望
の
相
談
に
応
じ
て
、
総
務
省

新
潟
行
政
評
価
事
務
所
と
連
携
し
、

そ
の
解
決
や
実
現
を
促
進
す
な
た

め
の
お
手
伝
い
を
し
ま
す
。

■
○
○
申
請
等
を
迅
速
又
は
適
エ

に
処
理
し
て
く
れ
な
い
。

■
○
○
国
道
、
○
〇

一
級
河
川
な
，

ど
の
維
持
管
理
が
適
工
に
行
わ

れ
て
い
な
い
。

■
○
○
許
誕
可
等
に
係
る
者
に
対

す
る
指
導
監
督
が
徹
底
し
て
い

な
い
。

・

・

・

・

・
な

ど

な

ど

０
行
政
相
談
委
員
と
は
ど
の
よ
う

な
人
で
す
か
？

④
行
政
相
談
委
員
は
総
務
大
臣
か

ら
委
嘱
を
受
け
て
、
行
政
の
困

り
ご

‐
と
の
相
談
に
痣
じ
て
、
相

談
者
に
蜂
要
な
助
言
や
関
係
行

政
機
関
等
に
そ
の
苦
情
や
要
望

を
通
知
す
る
仕
事
を
無
報
酬
で

行

っ
て
い
ま
す
。
　

．

０
ど
ん
な
相
談
に
応
じ
る
の
で
す

か
？
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
″

⑥
国
の
行
政
機
関
の
業
務
の
ほ
か
、

独
立
行
政
法
人
、
特
殊
法
人
及

び

一
部
の
許
可
法
人
の
業
務
、

国
か
ら
都
道
府
県
や
市
町
村
が

法
今
に
よ
り
、
箕
託
し
て
い
る

業
務
及
び
補
助
を
覧
け
て
行

っ

て
い
る
業
務
な
ど
に
つ
い
て
、

個
別
の
苦
情
や
要
望
の
相
談
に

痣
じ
て
い
ま
す
。

例
え
ば

。
・
・
登
記
事
務
、
国

有
財
産
、
社
会
福
祉
い
医
療
保
険
、

年
金
、
郵
便

・
貯
金

・
簡
易
保

険
、
労
働
基
準
、
雇
用
保
険
、
国

道
・高
速
道
路
、
一
級
河
川
、
旅

客
鉄
道

・
自
動
車
、
電
気
通
信
、

男
女
共
同
参
画
…
な
ど

０
ど
の
よ
う
に
対
応
す
る
の
で
す

ざ

か
？

⑥
相
談
の
内
容
に
痣
じ
て
、
相
談

者
に
蜂
妥
な
助
言
や
関
係
行
政

機
関
等

へ
の
照
会
結
果
を
回
答

し
ま
す
。
ま
提
、
相
談
内
容

に

よ

っ
て
は
、
総
務
省
新
潟
行
政

評
価
事
務
所
と
連
携
し
、
公
工
・

十
立
の
立
場
か
ら
関
係
行
政
機

関
等
に
猶
妥

，
な
あ

っ
せ
ん
を
行

い
、
そ
の
解
決

の
促
進
を
図
る

と
と
も
に
、
国
民
の
声
を
行
政

の
制
度
や
運
営
の
改
善

に
生
が

し
ま
す
。

○
行
政
相
談
委
員
　
　
　
　
　
！

高
精
　
界
　
　
　
　
　
　
　
タ

○
相
委

日
時

鍵
月
１０
日

´
午
後
引
時
～
３
時

○
相
談
場
オ

湯
沢
町
公
民
館

総
務
省
新
潟
行
政
評
価
事
務
所

（〒
９
５
１

１
８
１
０
４

新
潟
市
西
大
畑
町
５
１
？
―
）

■
行
政
昔
情
―
１
０
番

砒
０
２
５
●
２
２
４
●
―
１
０
０

ｍ
０
２
５
●
２
２
４
●
５
８
３
９

■
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

す
計
付
０
中＼
＼
〓
〓
〓
・
∽
ｏ
Ｃ
ヨ
Ｃ
・
ぬ
０
・
」
０

■
普
通
郵
便
局

に
用
意
し
て
い
る

相
談
申
山
用
紙

・
封
筒
を
ご
刹

用
く
だ
さ

い
。

快
適
な
生
活
環
境
を
実
現
す
る

。
た
め
に
進
め
ら
れ
て
い
る
下
水
道

事
業
。
そ
の
建
設
費
の

一
部
を
賄

う
た
め
、
土
地
所
有
者
な
ど
受
益

考
の
方
々
に
ご
負
担
し
て
い
た
だ

い
て
い
る
の
が

「下
水
道
事
業
党

益
考
負
担
金
」
で
す
。

・Л

こ
の
負
担
金
の
金
額
は
、
揚
沢

町
下
水
道
事
業
受
益
者
負
担
に
関

す
る
条
例
施
行
規
則
第
４
条
の
規

定
に
よ
り
、
申
告
を
も
と
に
決
定

す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。

平
成
１５
年
度
に
下
水
道
事
業
受

益
若
負
担
金
の
賦
課
対
象
医
域
と

な

っ
た
土
地
の
所
有
者
の
方
に
は
、

す
で
に
申
告
書
を
お
送
り
し
て
あ

り
ま
す
。
申
告
期
限
の
１０
月
１７
日

（金
）
ま
で
に
同
封
の
速
信
用
封
筒

に
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。
な
お
、
期
限

ま
で
に
申
告
の
な
い
場
合
は
、
湯

沢
町
下
水
道
事
業
資
益
者
負
担
に

関
す
る
条
例
施
行
規
則
第
３
条
及

び
第
５
条
の
規
定
に
よ
り
、
町
が

記
定
し
、
賦
課
さ
せ
て
い
た
だ
く

こ
と
に
な
り
ま
す
。

【聞

い
合
わ
せ
】

本
竜
課
業
務
係

砒
７
８
４

●
４
８
５
３

イ )
〉

)

《受益者負担金の納付まで》

争 10月 17日 までに、申 告 書 を 提 出 争
E>11 月 中 旬 k負担金を決定して通知 E>
E>12月 中 旬 、納 付 書 を 郵 送 ⇒
争 lπ 月25日 までに 初回の負担金を納付 争

の
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一諄

基

理

理

難

難

鞍

報

舞

韓

韓

難

轟

数

議

欝

理

森

警

鶏

算

井

鶏

毎

奪

難

韓

＃

上

繊

難

坪

常
苺

井

謗

一観一韓一韓一鐵一韓

操

穀
彗

勲

理
鞘
整

蒋
甥

導

耕
酵
継

繊
縁

彰

韓
難
叛

梯
韓

霧

鞍
鶏

朝

切
翻
薄

理
薄
務

淋
掛
オ

募

〔
筆
児
童
手
当
に
つ
い
て

【
１０
月
の
定
時
支
払
に
つ
い
て
】

６
月
分
か
ら
９
月
分
ま
で
の
児

童
キ
当
を
、
１０
月
Ю
日

（金
）
に
振

り
込
み
ま
し
た
の
で
、
確
記
し
て

く
だ
さ

い
。

【
児
童
手
当
と
は
】

児
童
手
当
は
、
生
活

の
安
定

と

児
童

の
健
全
育
成

・
資
質

の
向
上

を
目
的
と
し
て
、
児
童
を
養
育
し

て
い
る
方
に
手
当
を
支
総
す
る
制

度
で
す
。

○
支
絵
対
象
　
　
　
　
　
・

小
学
校
入
学
前

の
児
童
を
養
育

し
て
い
る
人

（た
だ
し
、
所
得
に
よ
る
制
限
が

あ
り
ま
す
）
　

　

　

　

　

　

　

ド

○
手
当
月
額

第
―
子
　
　
　
５
，
０
０
０
円

第

２
子
　
　
　
５
，
０
０
０
円

第
３
子
以
降
１
０
，
０
０
０
円

○
支
払
に
つ
い
て

申
請
さ
れ
た
翌
月
か
ら
、
支
総

事
由
が
消
滅
し
た
月
ま
で
支
給
さ

れ
ま
す
。
毎
年
２

●
６

●
１０
月
に
、

そ
れ
ぞ
れ
の
前
月
分
ま
で
が
支
払

わ
れ
ま
す
。

嬢螂縄
的婢

○
申
請

に
蜂
妥
な
も
の

中
鑑
、
申
請
者

の
口
座

の
分
か

る
通
帳
等

（公
務
員

の
方
は
勤
務

先
で
手
続
を
ｔ
て
く
だ
さ
い
）

○
次
の
よ
う
な
場
合
に
は
住
民
課

窓

口
で
手
続
が
姓
妥
に
な
り
ま

す
。

・
出
生
等

に
よ

っ
て
対
象
児
童
が

増
え
た
と
き

。
受
給
者
や
対
象
児
童

の
住
所
が

変
わ
る
と
き

・
離
婚

。
え
別
等

に
よ
り
対
象
児

童
を
養
有
し
な
く
な

っ
た
と
き

・
受
給
者

の
加
入
年
金
が
変
更
に

な

っ
た
と
き

（年
金
係
だ
け
で

な
く
、
蜂
ず
保
育
係
に
も
届
け

出
て
く
だ
さ

い
）

凸
研一児
童
扶
養
手
当
の
額
が

変
更
に
な
り
ま
し
た

児
童

扶
奏
手
当

の
額

が
下
記

の

表

の
と
お
り

に
変

わ
り
ま
し
た
。

こ
れ
は
平
成

１５
年

十０
月

か
ら
平

成

１６
年

３
月

ま
で

の
児
童
扶
養
キ

当

の
額

に

つ
い
て
適
用
さ
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

【届
出

。
問
い
合
わ
せ
】

住
民
課
保
育
係

阻
７
８
４

●
３
０
０
１

○対象児童が1人で、受給者の前年の扶養親族の数が1人の場合の手当月額

※ 2人以上の児童を有する受給者に係る加算額については、今までどおり

第 2子 5,000円、第 3子以降 1人につき3,000円です。

新
潟
県
外
国
人
観
光
客
受
入
れ
体
制
整
備
モ
デ
ル
事
業

実
際
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
っ
て
み
よ
う
。

湯
沢
町
は
県
内
で
３
番
目
に
多

く
外
国
人
が
訪
れ
て
い
ま
す
。
（平

成
１３
年
度
）

で
も
、
ま
だ
外
国
人
の
来
訪
に

対
し
、
戸
惑
い
や
困
惑
か
ら
積
極

的
に
応
対
が
で
き
な
い
の
ガ
現
状

で
は
な
い
で
し
よ
う
か
。

ま
ず
、
文
化
や
生
活
習
慣
の
違

い
な
ど
を
学
ん
で
、
外
国
人
に
親

し
む
こ
と
か
ら
始
め
て
み
ま
せ
ん

か
。
●
期
日
１０
月
２５
日

（土
）

０
日
程
午
前
１１
時
～
　
受
付

”　
午
前
１１
時
３０
分
～
　
開
始

０
会
場
湯
沢
高
原
ビ
ー
ル

●
参
加
費

１
，
０
０
０
円

０
参
加
資
格

湯
沢
町
内
に
在
住
ま
た
は
勤
務

し
て
い
る
方

●
申
込
方
法

１０
月
５
日
（日
）
の
新
間
折
込
に

入
っ
た
チ
ラ
シ
に
あ
る
申
込
書
で

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

●
申
込
締
切

１０
月
１９
日

（日
）

●
主
催
湯
沢
町
観
光
協
会

０
申
込

・
間
い
合
わ
せ

湯
沢
町
観
光
協
会

ｎ
７
８
５

●
５
５
０
５

鵬
７
８
５
・
５
３
３
３

※
詳
し
く
は
、
１０
月
５
日

（日
）
の

新
聞
折
込
に
入
っ
た
チ
ラ
シ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

区 分
(所得額)

低 所 得 者

(570,000円 未満)

中 所 得 者

(570, 000～

2,300,000円 )

高 所 得 者

(2,300,Ool円 以上)

手当月額
42,000円

(全部支給)

41,990～ 9,910円

(一部支給)、
・

0円

(支給停止)

広報ゆざわ H15.10.12  (4)
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六穏六キャニオン

参加苦募集

【集合場所】大源太キャニオン青少年旅行村駐車場 (管理棟周辺)

※各講座とも実際に森の中に入りますので、汚れてもいい服装、歩きやすいシ
ューズ。長靴などでお出かけく

ださい。申し込みは、各講座ごとに受付けます。なお、定員になり次第締あ切ります。

【申込・問い合わせ】(財)湯沢町都市施設公社 TL 784-151l E― Mailculture@town.yuzawa.niigata.jp

～

講座名・日時 内容
°

参加料 定員

親 の

鰯製づく暢超鍋購

10月 18日 (土)

午後 1時 30分～ 4時

塩漬け、塩抜きは先生におまかせ。意外とお

手軽な燻製作りを楽しみます。

一斗缶は用意します。燻製した渓流魚はお持

ち帰りとなります。

1,500円 20人

プナの議づ≦り健

傷麹り電砂譲越わか

10月 26日 (日 )

午前 8時 30分～正午

大源大山の麓で、ブナの苗木を植えます。「緑

のダム」は 1本の植栽から始ります。

汚れてもいい服装でお出かけください。

【雨天決行】

無料
何人でも

OK

翻 鐵 毯

ズンづく鬱

10月 28日 (火 )

午前 10時～午後 2時

ヴィチー三の窯で採取したブナの実など木

の実入りの窯焼きパンを作ります。 ´
汚れてもいい服装で。ヴィチーニ特製の昼食

込みです。               イ

2,300円 20人

自然健入つ竃

甥―スづく甥

11月 8日 (上 )

午後 1時 30分～ 4時

キャンプ場内で、つると木の実雫穀などの自

然素材を集めてリースをつくります。

汚れてもいい服装で、剪窪バサミをご持参下

さい。材料は自然の中で調達する予定です。

1,300円 15人

「中
央
公
園
整
備
計
画
に
つ
い
て
の
意
見
募
集
」

結
果
の
ご
報
告

８
月
１０
日
の
広
報
ゆ
ざ
わ
で
町
民
の
皆
さ
ん
の
ご
意
見

を
募
集
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た

「中
央
公
園
整
備
計
画

に
つ
い
て
の
意
見
募
集
」
は
８
月
２９
日
を
も

っ
て
募
集
期

間
を
終
了
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

多
く
の
ご
意
見
の
中
か
ら
３
つ
の
ご
意
見
を
紹
介
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

①
ア
ス
レ
チ
ッ
ク
広
場

・
・
・

湯
沢
町
内
外
の
人
の
交
流
の
場
と
な
り
、
子
供
か
ら
お

年
寄
ま
で
楽
し
め
る
、
人
の
集
ま
る
中
心
的
な
場
所
と
な

る
。
な
ど

②
ス
ケ
ー
ト
パ
ー
ク

・
・
・

ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
人
口
が
増
え
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
楽
し
め
る
適
当
な
場
所
が
な
い
。
な
ど

③
フ
リ
ス
ピ
ー
ド

ッ
ク
広
場

・
。
・

全
国
規
模
の
フ
リ
ス
ビ
ー
ド

ッ
ク
大
会
が
開
催
で
き
経

済
効
果
が
期
待
で
き
る
。
な
ど

町
で
は
寄
せ
ら
れ
た
意
見
も
参
考
に
し
、
中
央
公
園
整

備
計
画
を
策
定
し
て
行
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

具
体
的
な
計
画
が
で
き
次
第
、
広
報
ゆ
ざ
わ
に
掲
載
す

る
予
定
で
す
。
今
後
と
も
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

【聞
い
合
わ
せ
】

建
設
課
都
市
計
画
係

ＴＥＬ

７

８

４

・
４

８

５

２

(5)



鬱攀鶏鬱攀鰺鶴攀 ;
機攀
等鬱
鱒餞
撥鬱
鶴攀
鰺籐
撥鶴 :

中嬢中等“鬱一攀
町
で
は

マ
イ
ホ
ー
ム
の
建
築
を

計
画
さ
れ
て

い
る
皆
さ
ん
の
た
め

に
、
土
中
子
地
区

の
宅
地
分
譲
を

行

い
ま
す
。
分
譲
地
は
自
然
環
境

に
患
ま
れ
、
「土
符
共
同
浴
場

（岩

の
湯
と

や

「湯

沢

フ

ッ
シ

ン
グ

パ
ー
タ
」
も
迫
く
、
上
下
水
道
や
消

雪

パ
イ
ブ
等
暮
ら
し
に
求

め
ら
れ

る
快
蓮
さ
を
備
え
た
分
譲
地
で
す
。

分
譲
の
概
要
等

に
つ
い
て
は
次

の
と
お
り
で
す
。

園
閣

園

０
所
在
地
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｔ

湯
沢
町
大
宇
土
構
字
上
十
子
地

内●
交
通
Ｊ
Ｒ
岩
原

ス
キ
ー
場
前
駅
よ
り

約
８
５
０
ｍ

Ｏ
医
画
面
積

２
６
４
～
７
３
７
活

●
分
譲
医
面
数

２４
医
画

０
医
画
面
積

表
の
と
お
り

０
販
売
価
格
　
　
　
′

求
の
と
お
り

０
地
目
宅
地
　
　
　
　
一

０
上
下
水
道

湯
沢
町
上
下
水
道

●
ガ
ス
個
別
プ
ロ
パ
ン
ガ
ス

０
電
気
東
光
電
カ

●
区
画
内
道
路

３
ｍ

●
邦
市
計
画

医
域
内

（用
途

・
無
指
定
）

０
小
学
校
区

町
立
土
構
小
学
校

０
消
ヨ
パ
イ
ブ
完
備

鰺
籐
鶴
籐
議
鱒
攀
議
等
惨
攀
鰺
鬱
鬱
金
攀
議

攀
攀
等
韓
鬱
等
筆
攀
等
穀
鱒
鬱
機
鰺
等

鱒
機
◇
鬱
等
等
鬱
簸
警
鬱
等
雉
警
鏃
簸

・
―
申
込
若
―
区
画
の
申
し
込
み

を
原
則
と
し
ま
す
。

・
建
築
物

の
高
‘
さ
は
１２
ｍ
以
内
と

し
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
４．

・
住
環
境
を
損
な
う
等
周
囲
に
患

彩
響
を
夏
ば
す
施
設
の
建
築
は

禁
上
し
ま
す
。
　

・

・
豊
か
な
自
然
と
調
和
し
た
美
し

い
湯
沢
町
を

つ
く
る
条
例
を
守

る
事

と
し
ま
す
。

昌
●
申
込
資
格
　
　
　
　
　
　
　
，

”
湯
沢
町
に
住
宅
を
定
め
る
た
め
、

宅
地
を
蜂
妥
と
し
て
い
る
人
。

・
従
業
員
等
の
住
居
に
あ
て
る
た
・

め
、
宅
地
を
終
要
と
し
て
い
る

ヂ

人
。
　
　
　
　
．

０
申
込
方
法
　
　
　
“
く

・
分
譲
申
込
申
請
書
に
蜂
要
事
項

を
記
載
し
、
住
民
乗
等
添
付
書

類
を
添
え
て
管
財
課
に
提
出
く

だ
大
ヽ
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．

０
第
―
曰
受
付
締
切

ｒ
１０
月
３０
日

（木
）

０
拍
選
１０
月
３十
日

（金
）

詳
細
に
つ
い
て
は
…

管
財
課
管
財
係

祗
７
８
４

・
２
６
１
１

鬱
等
機
熱
攀
攀

輸
機
鬱
醸
鶴
警

鰺
攀
機
鬱
議
嬢

鬱
攀
攀
饒
◇
嬢

畿
◆
鬱
鞍
鬱
鬱

砂
攀
撥
鰺
議
機

鬱
攀
攀
攀
鰺
機

鱒
鰺
鬱
蒔
機
鬱

鱒
鬱
機
鬱
機
攀

鰺鰺

鬱
鱒
鬱
鰺
鶴
饒
鶴
攀
攀

験
機
鬱
豫
欝
鰺
畿
鰺
鰺

鰺
察

鬱
議
攀
幕
嬢
攀
鰺
等
饒
攀
鉾
鐵
鱒
鰈
鬱

鰺
警
攀
讐
矮
攀
攀

攀
等
饒
鱒
鬱
鬱
撥
簸
鶴
鱒
機

鰺
攀
鬱
鰺
攀
饒
鶴
籐

紗
簸
議
紗
警
鬱
紗
騒
彩
鬱
巖
警
紗
畿
拳
紗
顕
警
譲

と

園
圏

園

・
契
約
後
５
年
以
内
に
住
宅
を
建

築
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

・
契
約
後
５
年
以
内
は
土
地
の
譲

波
及
び
転
売
を
禁
上
し
ま
す
。

閣

盟

と尊子雪地

理機棗典

広報ゆざわ H15,10,12  (6)



上中子団地分譲価格表
区画番号 ド単価 面積 (ド) 分譲価格 (円 ) 坪数 坪単価 (円 )

1-1 27,000 395.49 10,678,230 119.85 89,100

1-2 28,000 273.67 7,662,760 82.93 92,400

1-3 28,000 273.89 7,668,920 83,00 92,400

1-4 28,000 264.54 7,407,120 80.16 92,400

1-5 28,000 264.67 7,410,760 80.20 92,400

1-6 28,000 265.06 7,421,680 80.32 92,400

l-7 29,000 270.65 7,848,850 82.02 95,700

2-1 29,000 271.11 7,862,190 82.15 95,700

2-2 28,000 306.01 8,568,280 92,73 92,400

2-3 29,000 271.14 7,863,060 82.16 95,700

2-4 28,000 286.26 8,015,280 86。75 92,400

3-1 29,000 271.67 7,878,430 82.32 95,700

3-2 29,000 383,42 11,119,180 116.19 95,700

3-3 27,000 737.38 19,909,260 223.45 89,100

4-1 29,000 271,34 7,868,860 82.22 95,700

4-2 28,000 264.95 7,418,600 80.29 92,400

4-3 28,000 264.58 7,408,240 80,18 92,400

5-1 29,000 416.47 12,077L630 126.20 95,700

5-2 28,000 265,18 7,425,040 80.36 92,400

5-3 28,000 265.13 7,423,640 80.34 92,400

5-4 28,000 265.29 7,428,120 80。39 92,400

5-5 28,000 264.99 7,419,720 80。 30 92,400

6-1 27,000 354.53 9,572,310 107.43 89,100

6-2 27,000 295.57 7,980,390 89.57 89,100

24区画 7,462,99 209,336,550 2261.51

※ 1坪 =3.3∬ で換算しています。     、

※面積は、小数点以下第 2位まで算出しています。

;ito

6… 1

4●3
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ツ

ゼ

,

る
と
判
断
い
た
し
ま
し
た
。

マ
グ
ナ
を
簡
単
に
紹
介
い
た
し

ま
す
が
、
マ
グ
ナ
は
ソ
ル
ト
レ
イ
ク

シ
テ
ィ
か
ら
車
で
約
昴
分
、
人
口
２

万
５
千
人
で
、
主
要
産
業
は
露
夭
掘

り
で
は
世
界

一
の
銅
鉱
山
が
あ
ヶ
、

ロ
ケ

ッ
ト
モ
ー
タ
ー
製
造
も
手
が

け
て
お
り
ま
す
。

自
然
環
境
は
乾
燥
し
た
山
岳
地

帯
で
、
ま
わ
り
の
山
々
は
緑
が
少
な

く
花
開
岩
の
山
頂
部
は
白
く
光

っ

て
雪
の
よ
う
に
見
え
、
乾
燥
し
た
地

域
に
降
雪
が
あ
る
の
で
雪
質
は
良

い
と
の
こ
と
で
す
。
　
　
　
　
　
ノ

を
短
期
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
で
派
遣
し
、

教
育
交
流
を
深
め
て
行
き
、
国
際
姉

妹
都
市
提
携

つ
い
て
は
今
後
と

も

経

―
ツ
等
の

様

々

、
お
互

ヽ

っ
た
時
点

しで

お
り
ま

す
。な

お
、

に
は
湯
沢
町
か

す

っ
か
り
秋
ら
し
く
な
り
ま
し

た
が
、
皆
さ
ん
お
元
気
で
し
ょ
う
か
。

今
回
は
、
「国
際
姉
妹
都
市
」
に
つ

い
て
お
話
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

湯
沢
町
は
、
全
国
に
も
知
ら
れ

た
温
泉
と
ス
キ
ー
の
観
光
地
で

あ
り
、
国
際
化
に
向
け
て
早
く
か

ら
海
外
と
の
交
流
を
求
め
る
声

が
あ
が

っ
て
お
り
ま
し
た
。

そ
こ
で
国
際
社
会

に
対
応

で

き
る
人
材
育
成
と
異
文
化
の
理

解
、
そ
し
て
英
語
力
の
向
上
や
町
民

交
流
に
よ
る
地
域
の
活
性
化
を
目

的
と
し
た
国
際
姉
妹
都
市
提
携
を

目
指
す
べ
く
、
本
年
８
月
ア
メ
リ
カ

町長コラム

え

ホ

ネ

ら
の
派
遣
事
業
だ
け
で
は
な
く
、
マ

グ
ナ
か
ら
も
来
て
頂
い
て
の
相
互
　
‐

交ヽ
流
が
重
要
で
あ
り
、
受
け
入
れ
の

準
備
等
に
つ
い
て
も
関
係
者
の
支

援
を
い
た
だ
き
、
国
際
交
流
推
進
溝

動
を
展
開
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、

皆
様
の
ご
理
解
を
い
た
だ
き
た
い

と
思
い
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
，眉

ま
た
、
今
春
よ
り
英
会
話
の
習

得
に
向
け
て
職
員
ヽ
熟
ヽ
勤
務
終

了
後
に
、
Ａ
Ｌ
Ｔ
（外
国
語
指
導
助

手
）
の
ハ
ン
タ
ー
さ
ん
か
ら
教
授

い
た
だ
い
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、

私
は
な
か
な
か
上
手
く
い
か
ず
、
悪

甘

戦
苦
闘
の
英
会
話
教
室
と
な

っ
て

お
り
ま
す
。

そ
し
て
今
年
度
か
ら
Ａ
」
Ｔ
が
、

２
名
体
制
の
お
か
げ
で
、
南
魚
沼
郡

４
町
の
中
学
校
で
英
語
の
ヒ
ヤ
リ

ン
グ
で
湯
沢
中
学
校
が
ト

ッ
プ
の

成
績
に
な

っ
た
と
い
う
こ
と
を
教

育
長
よ
り
聞
き
、
大
変
う
れ
し
く

思

っ
た
こ
と
を
お
伝
え
し
て
終
わ

り
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

ソルトレーク郡・マグナの位置図

合
衆
国
に
学
校
教
育
課
長
他

マ
グ
ナ
は
観
光
地
で
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
ソ
ル
ト
レ
イ
ク
シ
テ
ィ
と

そ
の
周
辺
自
治
体
で
ソ
ル
ト
レ
イ

ク
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
を
開
催
し
た
地

‘ 麹
議
暫
貨

一
躍
有
名
に
な
り
ま
し

覇
鶉
魏
繋

る
も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
　

・

今
後
の
予
定
に
つ
き
ま
し
て
は
、

来
年
の
夏
に
湯
沢
中
学
校
の
生
徒

の
調
査
団
を
派
遣
、

候
補
地
と
し
て
数
箇
所
を

査
し
、
湯
沢
町
に
と

っ
て
ど

が
国
際
姉
妹
都
市
に
ふ
さ
わ
し

か
を
検
討
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
候
補
地
を

「
ア
メ
リ

カ
合
衆
国
、
ユ
タ
州
ソ
ル
ト
レ
イ
ク

郡
マ
グ
ナ
」
が
湯
沢
町
に
適
し
て
い

/

ユ,州

ツルトレイク郡・マグナ

●

広報ゆさわ H15.10.12  (8)



「２
０
０
３
越
後
湯
沢
秋
桜

ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
」
が
中
央

公
園
陸
上
競
技
場
を
ス
タ
ー

ギ

ト

・
ゴ
ー
ル
の
コ
ー
ス
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

県
内
外
か
ら
１
，
１
９
３

人
の
選
手
が
参
加
し
、
温
泉

街
と
大
自
然
を
駆
け
抜
け
ま

し
た
ど
死
走
者
は
１
，
１
３
９

人
で
し
た
。

()
〉

汗

」
里
親
制
度
を
ご
存
じ
で
し
ょ
う
か
。
近
年
、

児
童
虐
待
な
ど
で
家
庭
に
恵
ま
れ
な
い
児

童
が
増
え
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
児
童
の
多

く
は
、
児
童
福
祉
施
設
で
暮
ら
し
て
い
ま
す

が
、
児
童
の
健
全
な
成
長
に
は
、
あ
た
た
か

い
家
庭
で
の
生
活
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
こ
の

一
た
め
、
児
童
福
祉
法
で
家
庭
養
育
制
度
が
設

げ
ら
れ
、
児
童
の
幸
せ
の
た
め
に
↓
里
親
制

度
」
が
大
切
な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

里
親
に
は

◆
養
育
里
親

◆
短
期
里
親

◆
親
族
里
親

す
◆
専
門
里
親

の
４
種
類
が
あ
り
、
児
童
の
状
態
に
合
わ

せ
て
里
親
の
家
庭
を
提
供
し
て
い
た
だ
く

こ
と
に
な
り
ま
す
。

里
親
制
度
に
つ
い
て
詳
し
く
知
り
た
い

方
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

０
問
い
合
わ
せ

新
潟
県
六
日
町
児
童
相
談
所

〒
９
４
９

１
６
６
２
１

六
日
町
大
字
六
日
町
２‐

‐
２０

阻
７
７
０

●
２
４
０
０

9月の建設工事等入札結果 (落札額250万円以上)
番号 工事名等 契約金額 (円 ) 請負業者

管受第 13号 やすらぎ荘厨房改修工事 2, 625, 000 仰豊田屋建設

'建
第■号 中川線道路改良工事 9, 397, 500 仰山井建設

産観第 6号 湯元地内防災工事 3, 465, 000 l有)ハヤシ商事

(9)



知
っ
て
い
ま
す
か
？

建
退
共
制
度

建
設
現
場
で
働
く
方

々
の
た
め
の
業
界
退
職
金
制
度
で
す
。

全
国
ど
こ
で
も
、
事
業
主
が
変
わ

っ
て
も
退
職
金
は
通
算
で
き

ま
す
。
平
成
１５
年
１０
月
１
日
か
ら
建
退
共
制
度
が
二
部
変
わ
り
ま
し

た
。
●
加
入
で
き
る
事
業
主
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

建
設
業
を
営
む
方
な
ら
誰
で
も
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，

●
対
象
と
な
る
労
働
者
　
　
　
　
　
　
　
・
／

ほ
と
ん
ど
す
べ
て
の
建
設
業
の
現
場
で
働
く
人
　
　
′

●
掛
金
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

日
額
３
１
０
円

（掛
金
は
、
全
額
事
業
主
負
担
で
、
損
金
又
は
必
要
経
費
と
し
て

処
理
で
き
ま
す
。
）

《
建
設
事
業
主
の
皆
さ
ん
へ
》

☆
申
込
手
続
き
は
簡
単
で
す
。
（加
入
時
に
経
費
は
か
か
り
ま
せ

ん
。
）

☆
経
営
事
項
審
査
で
加
点
さ
れ
ま
す
。

☆
掛
金
は
全
額
非
課
税
で
国
が

一
部
を
補
助
し
ま
す
。

《
建
設
現
場
で
働
く
皆
さ
ん
へ
》

☆
建
退
共
の
手
帳
を
持

っ
て
い
ま
す
か
？

☆
事
業
主
が
変
わ

っ
て
も
退
職
金
は
通
算
さ
れ
ま
す
。

☆
加
入
者
還
元
の
た
め
の
宿
泊
割
引

。
レ
ン
タ
カ
ー
割
引
等
の

提
携
サ
ー
ビ
ス
事
業
も
行

っ
て
い
ま
す
。

詳
し
く
は

・
・
・

建
退
共
新
潟
県
支
部

肌
０
２
５

・
２
８
５

ｏ
７
１
１
７

建
退
共
本
部
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

す
計
計
０
中＼
＼
〓
〓
〓
・ω
一
一ｏ
∽
・ｏ
ヽ
・
」
０
＼
ぞ
〆
ｏ
３
付
ω
一一＼

ト

琵
っ監
艤
騒
に

【日
時
】

Ю
月
１９
日

（日
）

午
前
１０
時
３０
分
～
午
後
３
時

【場
所
】

カ
ル
チ
ャ
セ
ン
タ
ー
付
近

【内
容
】

○
地
元
の
新
鮮
な
食
材
を
た

っ
ぶ
り
使

っ
た
料
理
や
採

れ
た
て
の
野
菜
や
き
の
こ
の
売
店
が
出
店
し
ま
す
。

ま
た
、
一二
升
釜
で
炊
い
た
新
米
を
ご
賞
味
く
だ
さ
い
。

Ｏ
そ
ば
う
ち
、
あ
ん
ば
つ
く
り
、
ち
ま
き
つ
く
り
教
室

（地
元
の
方
が
教
え
ま
す
。
所
要
時
間
３０
分
～
４０
分
）

○
芋
掘
り
、
大
根
と
り
体
験

（芋
掘
り
体
験
は
、
「焼
き
芋
」
に
し
て
お
召
し
上
が
り

く
だ
さ
い
。
）

○
丸
太
切
り
大
会

○
ト
ン
ネ
ル
を
ぬ
け
る
と
池
だ

っ
た

Ｏ
木
工
教
室

○
竹
馬
体
験

○
お
子
様
向
け
に
射
的
、
宝
引
き
、
．風
船
の
無
料
配
布

な
ど

【問
い
合
わ
せ
】

こ
ら

っ
し
や
い
湯
沢
収
穫
祭
実
行
委
員
会

（湯
沢
町
商
工
会
内
）

阻
７
８
４

●
２
５
２
２

本 日 催 !

日時/10月 12日 (日 )午前 10時～                    ∫     /
会場/湯沢フィッシングパーク     '上
内容/高級村上牛の丸焼きとライブ&イベン ト
豪華抽選会、最大イベント村上生の丸焼き(―皿500円 )、 花吹雪太鼓、ライブイベント、大道芸、
餅つき大会 (無料サービス)、 魚のつかみどり(100円 )、 雪山遊び、大鍋きのこ汁販売 (100円 )、
大抽選会 (豪華賞品あり)、 ジャンケン大会 各ゝ種出店

.(地
酒、朝取ウ野菜、木工品、魚沼こしひ

かり)         ‐          'ヽ      ,    .
問い合わせ/中里観光協会 TEL 787-3240

まつ り
r湯
沢中

広報ゆざわ H15.10。 12 (10)



◎
相
談
は
無
料
で
す
。

◎
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
は
保
護
さ
れ
ま

す
。

◎
専
門
の
相
談
員
が
麹
切
な
ア
ド

バ
イ
ス
を
し
ま
す
。

◎
電
話
相
談
に
も
應
じ
ま
す
。

◎
月
に
―
回
弁
護
士
に
よ
る
相
談

を
実
施
し
ま
す
。

◎
面
接
相
談

の
と
き
は
、
交
通
事

故
証
明
書
を
ご
持
参
く
だ
さ

い
。

ま
り
通
切
な
相
談
を
す
る
た
め

に
、
交
通
事
故
証
明
書
を
見
せ

て
い
た
だ
き
な
が
ら
れ
談
に
痣

じ
ま
す
。

【
時
間
】

午
前
９
時
～
午
後
５
時

（月
曜
日
～
金
曜
日
、
長
岡
ｏ
上
逮

は
午
後
４
時
ま
で
）

【
場
所
】

。
新
潟
交
通
事
故
相
談
所

（県
庁
―
階
）

砒
０
２
５
●
２
８
０
●
５
７
５
０

。
長
岡
交
通
事
故
相
談
所

（県
長
岡
総
合
庁
谷
―
階
）

胆
０
２
５
８

●
３８

・
２
６
６
５

。
上
逮
交
通
事
故
相
談
所

（県
上
逮
総
合
庁
谷
２
階
）

ＴＥＬ

０

２

５

●
５

２

６

ｏ
９

６

４

５

ろ
う
き
ん
六
日
町
支
店
で
は
、

‐５
周
年

を

記
念

し

て
、
ふ
れ
愛

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
文
化
詩
演
会
を
開

催
し
ま
す
。

【
日
時
】

１０
月
野
日

（水
）

午
後
６
時
３０
分
開
演

【
場
所
】

六
日
町
文
化
会
館

【詩
節
】

ｉ【

三
遊
亭

楽
太
郎

氏

（落
語
家
）

【
演
題
】

笑

い
は
趙
の
米
奏
剤

【
入
場
整
理
券
】

―
人
３
０
０
円

（福
社
団
体

へ
の
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー

資
金
と
し
ま
す
。
）

【
主
催
】

（財
）
新
潟
県
勤
労
者
福
祉
厚
生

財
団
【
入
場
整
理
券

の
お
求

め
先
】

ろ
う
き
ん
六
日
町
支
店

六
日
町
文
化
会
館

【
聞

い
合
わ
せ
】

ろ
う
き
ん
六
日
町
支
店

砒
７
７
３

●
２
１
１
２

■湯沢町の交通事故発生状況■

9月 末現在、前年に比べ事故件数及

び負傷者数がともに減少しています。

夕暮れ時には、意識して早めにラ

イトを点灯し、歩行者等の発見に努

めるとともに、車の接近を歩行者や

自転車、対向車に早めに知らせま

しょう。

今年 前年 増減

発生件数 47イ牛 69イ牛 -12件

死 亡 者 2人 2人 ± 0人

員傷者数 68人 96人 -28人

(1月～ 9月末現在 )

イ ン フ ル エ ン ザ 予 防 接 種 の

期 間 等 変 更 の お 知 ら せ

9月 28日発行の広報ゆざわの中で、インフルエン

ザ予防接種のお知らせをしましたが、保健医療セン

ターでの接種期間等が変更になりましたので、お知

らせします。
■接種期間

10月 27日 (月 )～ 12月 20日 (土 )
■日寺間

月・水曜日…午後 3時 30分～ 4時 30分
土曜日…午前 11時～ 11時 30分

※ 11月 3日 (月 )、 11月 8日 (土 )、 11月 24日 (月 )、
12月 13日 (上)は行いません。
■受付場所

診療室 9番前
■問い合わせ

保健医療センター TEL 780-6543

JR区岡運休のお知らせ

」R東 日本新潟支社では、線路のリフレッシュエ事のため、下記
の区間で列車を運休し、バスによる代行運転を行います。ご迷惑
をおかけしますが、ご理解とご協力をお願いします。

【期間】 10月 21日 (火)～ 23日 (木 )
【区間】。」R上越線 六日町駅～小出駅間
【区間運休する列車】

下り 越後湯沢 10:46発→長岡行き普通列車
上り 長岡 10:41発→水上行き普通列車
※詳しくは、駅係員におたずねください。
【問い合わせ】

」R越後湯沢保線技術センター 色 785-5045

ね 蜘
ヽ

甥 ↓
′〔スlt行運缶区岡

↓ 甥
水上

交
通
事
故
の
相
談
は

の
交
通
事
故
相
談
所
へ

ふ
れ
愛
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー

文
化
請
演
会
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な
ぜ
、
天
下
夫
分
吉
は
か
ら
そ

れ
ほ
ど
誕

め
ら
れ
た
の
か
な
ど
、

上
杉
家
中

の
名
族

の
系
譜
や
、
時

代
小
説
の
中
で
の
人
物
像
な
ど
も

丈
え
て
、
直
江
山
成

の
魅
力
を
探

り
た

い
と
考
え
て

い
ま
す
。
ぜ
ひ

参
加
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

【
日
時
】

１０
月
２十
日

（火
）

受
付
　
午
後
６
時
３０
分

開
始
　
午
後
７
時

終
了
　
午
後
８
時
３０
分

（予
定
）

【
場
所
】

金
誠
館

盆
ハ
日
町
坂
戸
）

【
内
容
】

講
話

「上
杉

。
直
江
の
魅
力
と
系
譜
」

【
講
師
】

土
田
史
談
会
　
ほ
か

【
登
録
料
】

５
０
０
円

イ

※
会
場
費
、
お
茶

な
ど

の
飲

み
物

代
、
資
料

コ
ピ
ー
の
実
費

【
定
員
】

４０
人
　
　
　
　
　
　
　
　
　
′

※
定
員
を
超
え
て
も
入
場
で
き
ま

す
が
、
資
料

の
不
足
な
ど
が
あ

り
ま
す
。
ご
了
承
く
だ
さ

い
。

【聞

い
合
わ
せ
】

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
魚
沼
創
竜

砒
７
７
３

●
６
４
４
５

に
い
が
た
「緑
」
の
百
年
物
語
県

民
運
動
の

一
素

と
し
て
、
六
日
町

坂
戸
に
、
平
凸
県
知
事
を
迎
え
、
植

樹
祭
が
行
わ
れ
ま
す
。

【
日
時
】

１０
月
岬
日

（日
）

午
前
８
時
３０
分
～

【
場
所
】

坂
戸
橋
上
流
浩
岸

（金
誠
館
裏

手
）
、
坂
戸
ス
キ
ー
場
跡
地

【聞

い
合
わ
せ
】

・
坂
戸
橋
上
流
右
岸

魚
野
川
を
有
む
会

（羽
吹
）

砒
７
７
６

●
３
１
３
６

・
坂
戸
ス
キ
ー
場
跡
地

魚
沼
み
ど
り
の
会

（星
野
）

ＴＥＬ

７

７

３

●

３

３

３

３

な
お
、
当
日
は
、
東
泉
田
魚
野
川

河
畔
で
も
植
樹
会
が
行
わ
れ
ま
す
。

聞

い
合
わ
せ
は
、
魚
野
川
河
川
改

修
記
念
公
園
地
権
者
会

（久
保
日
、

ＴＥＬ
７
７
２
●
２
１
１
６
）
ま
で
お
願

い
ｔ
ま
す
。

【
職
種
】
　
　
　
　
．

管
理
事
務
　
十
人

　

デ

【
應
募
資
格
】

■
３０
ォ
未
満

（平
成
１６
年
十
月
―

日
現
在
）
で
高
校
卒
業
以
上
の

者
■
普
通
白
勤
卓
免
許
を
有
す
る
者

■
パ
ソ
コ
ン
の
ワ
ー
ド
や
エ
ク
セ

ル
が
あ
る
程
度
で
き
る
者

【
綸
与
条
件
】

湯
沢
温
泉

ロ
ー
プ
ウ

ェ
ー
事
業

所
臨
時
我
員
勤
務
規
定

に
よ
り
ま

す
。

【
痣
寡
方
法
】

顔
写
真

を
賠
付

し
て
あ
る
履
歴

書
を
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。

【
痣
寡
締
切
】

１０
月
３十
日

（金
）

【
採
用
試
験
日
時

・
会
場
】

Ｈ
月
９
日

（日
）

午
前
１０
時

・～

ロ
ー
プ
ウ

ェ
ー
事
業
所
会
議
室

【
試
験
内
容
】

一
般
教
奏
、
作
文
、
畜
接

【
採
用
予
定
日
】

平
成
１６
年
十
月
十
日

９
月
２９
日

　

高
橋

（南
雲
）

ご
結
婚
占
め
て
こ
う
ご
ご
＝
書
寸

【
應
寡

・
聞

い
合
せ
】

ロ
ー
ブ
ウ

ェ
ー
事
業
所

〒
９
４
９

１
６
１
０
１

湯
沢
町
大
字
湯
沢
４
９
０

Ｒ
７
８
４

・
３
３
２
６

Ⅲ
７
８
４

・
３
３
２
７

全

之
町
）

（大
和
町
）

す一騨騨工帥泄【

康
裕

さ
ん

千
奈

さ
ん

Ａ

誕

生

Ａ

め

て

こ

う

ご

ぎ

ιｌ

書

寸

９
月
１０
日

　

石
山

　

祥
宇

さ
ん

　

（中
子
、
栄

９
月
１３
日

　

小
川

　

拓
豊

さ
ん
　
　
・栗
町
、
ф豆

９
月
２‐
日
　
　
林
　
　
一二
郎

さ
ん

　

（布
場
、
７８
歳
）

９
月
２６
日

　

興
ロ
　
　
キ
ヨ
　
さ
ん
　
　
（石
白
、
９‐
歳
）

１０
月
２
日

　

高
橋

　

定

一　
さ
ん

　

（小
坂
、
８７
歳
）

※
類
似
文
字
で
表
記
す
る
場
合
ガ
あ
り
ま
す
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

※
広
報
に
掲
載
し
て
ほ
し
く
な
い
場
合
は
、
届
出
の
際
に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

恵
美
子
さ
ん
）

ま
す
み
さ
ん
）

町   県   民   税  (第 3期 )

納期限は、10月 31日◎です。

□座振替納付の方は、10月 28日のに31き落とし

させていただきます。

※納付は便利な「□座振替制度」もあります。・

ぜひご利用くださしヽ。

ン

日

町
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t':〉    
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ペ
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ト

ヒ

し

t

ま
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